
（
三
百
五
十
四）

（
論
説
及
賓
験」

( 6)

金
津
署
血事
曾
雑
誌

第
四
容
第
三
十一
二
枕

便
秘
セ
ザ
腹
式
呼
吸
ナ

ヰ川
メ
腹
部
ノ
mr
診
上
ノ
市川
仏仰い
詳
？

と

O
内
経
骨
上
部
y
「
か

ン
ゲ
ワ
ア
ン
」
安
稔

一一

ス
喰
タ
勝
一照
的邸
機
充
崎町
メ
頻
リ
コ
雷
鳴
チ
授
ス
ル
チ
附
ク
打
診
一

金

員

お

本

善

次

杯

一

上
惨
泌
物
ナ
白地
ス

一
ep
at
S
F
ハ
拠
紛
内
治
液
ノ
諒一
了γ
テ
通
常
手
脊
及
b
足
北町
一

余
円
右
／
症
獄
テ
同一－
T

忽

主
性
汎

併殺7
腹
膜
炎
ト
診
γ
先
一
－一
現
ハ
レ
他

加古

都立
ル
ρ

替7
F
ス

会回一ア
順
天
堂
開問
院
一

ツ
銭
吐
シ
傍一ア
嬬
動
機
チ
減
退
也、γ

：
日

1－
阿
斤
丁
幾
テ

三一
於
テ
底
本
症
チ
目
撃
也
シ
モ
多
ク
ハ
手
足
／
背
面－一
今一
シ
タ
一

奥
八
劫……－一
向
フ
テ
犠
政「

さ一一
ご
テ
投
シ
身
体
チ
災
前－一
ノ
収
一
ル
者
ニ
シ
テ
只
一
mh
三
十
歳
一
男
子
ノ
左
駆
除目
上
端－一
夜、ン
タ
一

部－－
氷
嚢
チ
置
－－事．‘
冷
却
也、γ
メ
グ
レ
斥
↓川い

侃ω
テ
英
品亦
チ
m持
八
γ
叫－
一
時
儲…
痛
ス
ト
隊
斥
再
包
必
…焔
テ
拶
ス
一

有
ナ
ル
チ一
抗
争
ν

？
余
ヤ
頃
日
み
病
ノ
両
側

壁円
上
端－一
校
一

此
如
ク
二
日
－一
シ
テ
一
候
J

問
虫
チ
逆
上

了
仰一ア
会
ヤ

T
一
y
恰
早
一一
倒
ノ

同富山
骨
ア
リ一ア
併
列
ス
ル
カ
如

主
鋭

ご玉
ス
一



m
可
者
讃
セ
リ
套
響
チ
記
亘
ア
同
好
諸
君
二
蓼
痛
曇
シ
；
ル
モ
劉
釣
ナ
シ
忍
垂
幻
り
然
≦

一

ヅ

よ
　
　
　
　
　
　
　
二
同
月
董
至
り
此
警
藷
腫
起
8
三
三
シ
テ
旦

霞
⊇
竃
羅
醸
竃
明
「
竃
竃
購
パ
鴇
鍵
灼
戯
㌻
歩
一
行
障
…

義
病
チ
以
テ
芝
7
胃
奪
嘉
ル
三
フ
遺
竺
ひ
現
症
漆
中
籍
損
覧
ル
嚢
自
襲
農
二
旦

ヘ
キ

疾
患
ア
ル
チ
認
メ
ス
　
　
　
　
玉
チ
呈
シ
皮
下
脂
肪
三
㌻
ク
筋
墨
育
稻
歪
了
、
轟
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔既
往症
〕
患
者
生
來
虚
翌
リ
ト
難
幼
年
病
、
熱
性
病
等
二
選
ハ
其
色
帯
絹
赤
色
一
シ
テ
暗
紫
色
ノ
小
班
豆
ル
麟
々
此
部
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

≡
細
鷲
蜻
謬
誘
醜
竃
⇒
鷺
璽
㌔
竪
曇
誘
陸
誇
竃
緬
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

竃
卿
竃
鞭
饗
籠
㌘
顯
巖
鷲
誘
位
シ
議
膝
華
端
チ
去
ル
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

霧
ユ
鷲
鷲
運
劇
竃
蠕
⌒
言
≡
籠
調
舗
霞
誘
⊇
鞠
産
ぽ
≡

一
撃
支
ニ
カ
瞥
屍
部
二
藷
ノ
纐
ル
ノ
甚
キ
嘉
ニ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
憂
色
ナ
違
痛
・
讃
ナ
シ
璽
讃
チ
璽
之
藷
旦

歪
四
月
蓼
甚
墨
忙
旬
蒙
日
三
三
偶
脛
璽
部
嘉
二
狭
ミ
移
動
チ
試
ム
ル
差
右
一
：
奮
レ
文
下
二
罷
＝

一

　　
・
　
　
　
　
ー
ー
　
　
’
　
　
　
　
ー
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

ー

（
論
説及
實
験
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
澤
醤
鰐
曾
雑
誌
　
　
、
第
四
悉
第
三
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
（
三
百
五
十
五
）



L除降惇
j

jj

峰崎峰崎還付

バぽ四段岸川一

件HH
jい

にい店押収応

＝

川 一一

2
政
チ
m胤
ス
ν
ハ
際
抵抗
磯
上
ユ
ド口
一位
ス
ん
チ

認
ム
ロ
腫
痩
ハ
一

間
記
一佐

一段博
士
ハ
本
－湿
チ
治
成
ス
ル
一一

宇一
聡
刀
テ

以
テ
之

一

一

空へ’－一
シ
テ
左
f

汗
縮
小
ナ
リ
甲
ハ
純
筏
七、
捜
筏
八、
局
間
十
一

チ
穿
刺
シ

縮
政
テ

陸
出
シ
タ
ル
ノ

后
チ

深度
保
見
議
克
明仇
チ

＝

一

七O
B
チ

怨
シ

乙
ハ
各
筏
一

3
小
ナ
リ
ヲ

。J
50
民。
Z
出
リ

テ
一

郎、γ
座
広
紛

で／
施
サ
ル
丸
一商一ア
ク

品泣い－一
依
ル
時
ハ
再
三

一

得
タ
ル

物
ハ
赤
資
色
粘
河
r

液一
了γ一ア
庇
チ
一一

疑
問
セ
J
（
鶴
一

一

吋壮一一
チ

役
十
り
シ
ト

雌
恐
タ
ハ
山山
血
性
向
液
十一フ
ン
）

立
後
忠
清
ハ
4内

野

－一
蹴
キ．
穿
利
沃
反

波
注
入
魂
布
紛
帯

ノ
治
政
チ

持
ナ
十

夕 日
.fl, • J 

ニ 后
j詩 之
m チ

現股
ブ三 シ

、1池畑細川1
y

使
総
テ

夜
シ

遺

モ
按
炎
ノ

徴
十
タ

歩
行
チ

妨
ナ
ス
ト

再
訟
ス
ル
寸
ア
リ
包r

昨
反
佼
ノ

施
術
逐一一
総
長
ス
ル
チ

得
A

シ
沃
度
波
ノ

注
入

、

翠
ノ

抗
出
等
古
来
慣
用
f

訟
ァ
，
ト

雌

牲
ムw
楽
盤 、

化
膿
チ
招
寺
院
鞘
駒山一
癒
紫
テ

ホゆ
シ
潟
こ
運
動

チ
妨
ク
ル
ノ

患
ア
ザ
ト
、

本
患
者
ノ

如
hT

未
タ
此
害
チ

白九
サ

ル
質四日
宰
ナ
ザ
tr

謂
フ
八
シ

・
宮
呉

儀

森
益
太

杯
述




